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あ

さ
ぎ

り
町

の
成

人
式

が
１

月
４

日
、

須
恵

文
化

ホ
ー

ル
に

お
い

て
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
対

象
者

208
人

（
男

性
88

人
、女

性
120

人
）の

う
ち

、174
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

久
し

ぶ
り

に
会

う
友

達
も

あ
っ

た
よ

う
で

、あ
っ

ち
こ

っ
ち

で
グ

ル
ー

プ
の

輪
が

で
き

、賑
や

か
な

成
人

式
で

し
た

。



109億7,003万8千円
1億4,839万9千円を追加し

第４回定例会が、12月12日に開会し、条例改正、一般会計補正予算、特
別会計補正予算が提案され、いずれも原案通り可決されました。一般質問
には14人が登壇しました。

総
務
費

設
計
委
託
料
２
０
０
万
円

問
統
合
後
の
岡
原
中
学
校
に
小
学
校
の
移
転

を
考
え
た
場
合
の
委
託
料
と
の
事
だ
が
、

こ
れ
は
校
舎
以
外
の
施
設
を
含
め
た
設
計
な
の

か
。答

議
会
か
ら
の
要
望
で
、
今
後
遊
休
施
設
の

活
用
は
企
業
誘
致
以
外
で
も
検
討
す
べ
き

と
の
意
見
か
ら
の
委
託
料
だ
が
、
今
回
は
校
舎
の

み
の
設
計
委
託
料
で
あ
る
。

特
別
職
給
料

２
３
８
万
２
千
円
の
増
額

問
特
別
職
の
給
料
ア
ッ
プ
は
３
月
の
条
例
改

正
に
伴
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
期
間

の
予
算
措
置
は
自
治
法
上
問
題
は
な
い
の
か
。

答
自
治
法
の
解
釈
と
運
用
と
い
う
点
で
は
違

法
で
は
な
い
が
的
確
で
も
な
か
っ
た
。
早

急
に
補
正
予
算
で
対
処
す
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し

て
い
る
。

土
木
費

工
事
請
負
費
２
千
８
１
２
万
円

問
通
学
路
に
関
係
す
る
工
事
だ
が
、
中
学
校

開
校
に
間
に
あ
う
の
か
。

答
斉
堂
原
58
号
線
、
上
村
岡
原
線
、
新
多
良

木
大
道
線
、
須
恵
中
央
線
の
４
路
線
。
延

長
が
長
い
の
で
工
区
を
分
割
し
て
発
注
し
て
い
る

が
開
校
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く

完
了
し
た
い
。

一般会計補正予算

審
議
内
容
の
抜
粋

総
額

上村岡原線

須恵中央線
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◆12月定例会表決一覧（抜粋）
議員名議案名 岩水 永井 桑原 野中 奥田 豊永隆 渕田 愛甲 小見田 豊永喜 田原 皆越 樫山 浦本 溝口 久保田 宮原

あさぎり町暴力団排除条例の制定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町スクールバス条例の制定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町一般職の職員の給与に関
する条例等の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度あさぎり町一般会計補正
予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度あさぎり町国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町立上中学校校舎増築改修
工事請負変更契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

本
条
例
中
保
険
税
の
減
額
の
表
現
方
法
の
変

更
に
よ
り
条
例
の
改
正
が
必
要
と
な
る
た
め

※�

あ
さ
ぎ
り
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

条例の制定及び改正
　

平
成
23
年
９
月
30
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧

告
及
び
同
年
10
月
28
日
に
出
さ
れ
た
熊
本
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
か
ん
が
み
一
般
職
の
給
料
月

額
を
改
定
す
る
た
め
改
正

※�

あ
さ
ぎ
り
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

※�

あ
さ
ぎ
り
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
条
例
の

制
定

　

あ
さ
ぎ
り
町
立
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
に
伴

い
新
た
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
た
め

（
浜
の
上
線
・
平
山
荒
茂
線
・
鷺
巣
線
・
新
深

田
線
・
皆
越
線
の
５
路
線
）

※�

あ
さ
ぎ
り
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　

暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、
も
っ
て
町
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確
保
及
び
経
済
社
会
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

教
育
費

工
事
請
負
費
３
千
万
円

問
上
中
の
管
理
棟
と
音
楽
室
の
屋
根
改
修
工
事
と

の
説
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
財
源
よ
り
も

有
利
な
特
例
債
を
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
建
設
地
方
債
の
総
額
を
３
億
５
千
万
円
に
抑
え

る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
か
ら
現
状
と
な
っ
た
。

債
務
負
担
行
為

３
千
４
５
１
万
９
千
円

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
の
業
務
委
託
の
３
年

間
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
雇
用
拡
大
の
面

か
ら
本
当
に
業
務
委
託
が
ベ
ス
ト
な
の
か
。

答
一
部
委
託
と
全
部
委
託
の
路
線
が
あ
る
の
だ
が
、実

績
、安
全
性
、コ
ス
ト
の
面
か
ら
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。

財
産
収
入

土
地
建
物
貸
付
収
入

86
万
８
千
円
の
減
額

問
元
免
田
給
食
セ
ン
タ
ー
貸
付
料
の
月
額

18
万
４
千
円
は
妥
当
な
金
額
な
の
か
。
借
り
手

の
事
も
考
え
て
設
定
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

答
非
常
に
景
気
が
厳
し
い
中
で
、
今
回
残
念
な
が
ら

免
田
給
食
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
会
社
が

撤
退
さ
れ
た
。
今
後
貸
付
料
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

�



永
井　

国
は
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
参
加
を
表
明

し
た
。
行
政
と
し
て
は
、
そ
の
情
報
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｊ
Ａ
等
か

ら
間
接
的
な
情
報
は
掴
ん
で
い
る
が
、

確
た
る
情
報
の
一
元
化
は
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

永
井　

水
面
下
で
は
、
す
で
に
色
々
な

交
渉
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
情
報

を
速
や
か
に
把
握
し
て
、
町
民
へ
の
情

報
と
し
て
町
の
広
報
誌
に
載
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
状
況
を
き
ち
っ
と
伝

え
る
事
は
必
要
だ
と
思
う
。
毎
回
は
で

き
な
い
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
き
と
町
の
対
応

と
い
う
事
で
掲
載
を
考
え
た
い
。

◆
合
併
10
周
年
記
念
事
業

永
井　

平
成
25
年
４
月
あ
さ
ぎ
り
町
は

合
併
10
周
年
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
、
合

併
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
方
に
「
名

誉
町
民
」
の
称
号
を
贈
れ
な
い
か
。

町
長　

合
併
に
貢
献
さ
れ
た
方
へ
の
表

彰
は
難
し
い
と
思
う
が
、
色
々
な
取
組

み
で
貢
献
し
て
頂
い
た
方
と
し
て
検
討

し
た
い
。

永
井　

熊
本
県
に
は
、
く
ま
モ
ン
が

い
る
。
10
周
年
を
機
に
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

町
長　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
面
白
い
と
思

う
が
、
無
理
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
町
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
を
検
討
し
た
い
。

永
井　

町
に
は
、
様
々
な
特
産
品
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
機
会
に
ま
ず
は
地
元
か

ら
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　

こ
れ
ま
で
は
、特
産
品

を
つ
く
る
の
に
精
一
杯
だ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
Ｐ
Ｒ
活
動
に
工
夫
を
し
て
い
く
。

ゴミ排出量削減と分別リサイクル推進は
豊永喜一 議員

須恵小の複式学級の回避策は！
久保田久男 議員

遊休、過剰資産の解消に第三者の活用は
小見田和行 議員

健康診査の受診率を65％に上げよ
溝口　峰男 議員

７
P

８
P

中学校統合による諸問題は
宮原盛幸 議員
駅前整備は
樫山　保 議員

新生活運動推進の考えは
桑原武夫 議員
農業後継者対策は
奥田公人 議員

９
P

10
P

一
般
質
問

永井　英治 議員

問 産業活性化基金の活用は
　　 近いうちに方向性を示したい

田
原　

３
月
の
議
会
に
お
い
て
産

業
活
性
化
基
金
条
例
・
予
算
と
も

に
可
決
し
て
い
る
の
に
、
活
用
に

つ
い
て
は
ま
だ
提
案
が
な
い
が
。

町
長　

基
金
を
有
効
に
活
用
し
て

い
く
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
方
向
性
を
決
め
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
庁

内
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
議
会
に
説
明
し
実
行
に
移
し
て
い

き
た
い
。

田
原　
「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
観
点
か
ら
、現
在

ど
の
よ
う
に
基
金
を
活
用
し
た
い
考
え
か
。

町
長　

農
業
に
お
い
て
は
新
規
就
農
者
や
高
齢
化

し
た
農
業
者
の
支
援
、
林
業
に
お
い
て
は
伐
採
・

加
工
・
販
売
の
仕
組
み
を
作
り
雇
用
を
生
み
出
し

稼
げ
る
林
業
の
支
援
、
商
業
に
お
い
て
は
新
し
い

加
工
品
の
開
発
・
販
路
開
拓
の
支
援
な
ど
農
林
商

工
を
ひ
と
つ
の
流
れ
の
中
で
支
援
す
る
「
産
業
活

性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て

総
合
的
に
町
全
体
の
産
業
活
性
化
を
図
っ
て
い
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

町
長

町長

産業活性化
基 金

町

林農
工

商

田原　健一   議員

問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
情
報
把
握
は

　
　

   

情
報
の
一
元
化
は
さ
れ
て
い
な
い

町
長

特産品のPRと販売活動
（熊本東郵便局）
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将来にわたっての財政運営は大丈夫か
愛甲利孝 議員

中学卒業までの医療費助成は
皆越てる子 議員

国のＴＰＰ参加の影響は
野中　進 議員
本町の工事入札は、適正か
豊永　隆一 議員

５
P14人が登壇一般

質問

６
P

一
般
質
問

ＴＰＰ交渉の情報把握は
永井英治 議員

産業活性化基金の活用は
田原健一 議員

４
P

問 

将
来
に
わ
た
っ
て
の
財
政
運
営
は
大
丈
夫
か

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
く

愛
甲　

町
の
財
政
は
、
国
の
財
政
状
況
・

町
の
借
金
の
残
高
、
予
算
の
規
模
な
ど

か
ら
み
て
、
い
ま
の
ま
ま
で
将
来
的
に

や
っ
て
い
け
る
の
か
。
今
後
の
財
政
運

営
を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
考
え
か
。

町
長　

こ
の
ま
ま
い
く
と
、４
、５
年
の

内
に
、
町
の
財
政
運
営
は
赤
字
に
な
っ

て
し
ま
う
。
い
ま
、
第
２
次
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
る
。
年
内
に
議

会
の
み
な
さ
ん
に
き
ち
っ
と
説
明
す
る
。

愛
甲　

本
会
議
が
真
剣
勝
負
の
場
だ
と

思
う
。
町
長
の
思
い
を
、
こ
の

本
会
議
に
だ
し
て
議
論
し
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
の
が

本
筋
だ
。
こ
の
財
政
運
営
を
担

当
課
だ
け
に
ま
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
役
場
全
体
、
町
民
全
体

で
考
え
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

難
局
を
の
り
き
っ
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

担
当
課
だ
け
に
ま
か
せ
て
い
な

い
。
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
毎

年
の
地
区
座
談
会
で
も
説
明
し
て
い
る
。

第
２
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
議
会
の

み
な
さ
ん
に
説
明
し
、
確
認
し
て
か
ら

進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

問
題
の
取
り
組
み
を

・
国
民
総
幸
福
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
の
追
求
を

町
の
新
し
い
理
念
に
し
て
は

皆
越　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
は
平
成
20
年
４

月
よ
り
乳
幼
児
か
ら
小
学
校
ま
で
と
い
う
こ
と

で
、町
長
一
期
目
の
公
約
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、中
学
校
卒
業
す
る
ま
で
と
引
き
上
げ
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長　

子
ど
も
達
を
育
て
る
環
境
を
少
し
で
も

良
く
し
て
町
の
子
ど
も
の
数
が
ふ
え
て
と
い
う

思
い
で
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施

し
て
き
た
が
、一
つ
の
踏
み
込
み
も
認
識
は
し
て

い
る
。

皆
越　

医
療
費
の
助
成
に
現
物
給
付
と
償
還
払

い
が
あ
る
と
思
う
が
、執
行
部
と
し
て
再
度
見
直

し
検
討
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長　

町
の
負
担
が
予
想
以
上
に
増
え
て
き
て

い
る
。
又
、22
年
度
で
は
４
０
０
万
円
近
い
お
金

が
現
物
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、交
付
金
が
減
額

さ
れ
て
き
て
い
る
。
見
直
し
に
向
け
て
は
、町
民

の
理
解
を
得
る
必
要
も
あ
る
の
で
償
還
払
い
に

つ
い
て
は
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

愛甲　利孝  議員

皆越てる子   議員

町
長

問 中学卒業までの医療費助成は
　　 実施へ向けて検討する町長
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野
中　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た

場
合
、
農
業
生
産
額
並
び
に

地
域
経
済
へ
の
試
算
が
あ
れ

ば
お
願
い
し
た
い
。

農
林
振
興
課
長　

農
林
水

産
省
の
試
算
で
説
明
し
た

い
。
国
全
体
で
農
林
水
産

物
の
生
産
額
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
よ
り
４
兆
５
０
０
億

円
減
少
し
、
食
糧
自
給
率

は
40
％
か
ら
13
％
に
激
減

し
、農
業
の
多
面
的
機
能
と

し
て
３
兆
７
千
億
円
の
損

失
、Ｇ

※

Ｄ
Ｐ
で
８
兆
４
千
億

円
の
減
少
、就
業
機
会
で
は

３
５
０
万
人
が
減
少
す
る
と

農
林
水
産
省
の
影
響
試
算
が

で
て
い
る
。
あ
さ
ぎ
り

町
に
置
き
換
え
て
ま
で

は
や
っ
て
い
な
い
。

◆
振
興
作
物
等
の
検

討
は

野
中　

あ
さ
ぎ
り
町
に
は

２
３
１
戸
の
畜
産
農
家
が
あ

る
。
こ
れ
も
長
引
く
不
況
、

デ
フ
レ
、
ユ
ッ
ケ
の
集
団
食

中
毒
事
件
等
で
大
変
な
打
撃

を
う
け
て
い
る
。
ま
た
、
来

年
か
ら
22
戸
の
た
ば
こ
農
家

が
、
た
ば
こ
を
廃
作
さ
れ
る

が
、
何
か
振
興
作
物
等
の
検

討
は
し
て
い
る
か
。

町
長　

農
家
の
方
の
置
か
れ

て
い
る
厳
し
い
環
境
は
よ
く

わ
か
る
。
薬
草
に
は
力
を
い

れ
て
い
る
。
農
産
物
の
差
別

化
あ
る
い
は
新
し
い
作
物
に

つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

野中　進  議員

豊永　隆一  議員

一
般
質
問

問 本町の工事入札は、適正か
　　入札率は高止まりしている町長

◆
定
住
型
公
営
住
宅
の
建

設
は

野
中　

合
併
後
の
地
域
間
格

差
を
な
く
す
た
め
に
中
学
校

跡
地
、
特
に
須
恵
中
グ
ラ
ン

ド
跡
に
定
住
型
の
10
年
、
15

年
で
払
い
下
げ
で
き
る
町
営

住
宅
の
建
設
は
。

町
長　

提
案
い
た
だ
い
た
の

も
十
分
よ
く
検
討
し
て
お
く

べ
き
事
項
と
思
う
。

問 
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
影
響
は

　
　
　
　
　

農
林
水
産
物
の
生
産
額
が

　
　
　
　
　

４
兆
５
０
０
億
円
減
少

農
林
振
興
課
長

豊
永　

入
札
の
度
に
談

合
情
報
が
流
れ
恥
ず
か

し
い
。
本
町
で
は
、
請

負
、
契
約
、
指
名
は
副

町
長
を
長
と
し
た
委
員

会
を
設
置
し
、
内
部
牽け

ん

制
作
用
に
努
め
て
い
る
と
聞

く
が
、
不
正
防
止
に
ど
ん
な

役
目
を
果
た
し
て
い
る
か
。

町
長　

入
札
率
は
高
止
ま
り

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

入
札
委
員
会
は
別
の
組
織
で

や
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

で
や
っ
て
頂
い
て
い
る
。

豊
永　

工
事
入
札
が
一
部
の

特
定
業
者
に
傾
い
て
い
な
い

か
と
い
う
声
を
聞
く
。
入
札

に
町
長
の
支
配
力
、
介
入
力

は
全
く
無
い
か
。

副
町
長　

あ
っ
て
な
い
。

豊
永　

入
札
結
果
と
談
合
情

報
が
同
じ
で
、
も
の
す
ご
く

疑
う
。
町
長
に
は
、
談
合
情

報
の
公
取
委
へ
の
通
報
義
務

が
あ
る
が
。

町
長　

町
の
基
準
に
従
っ
た

対
応
を
指
示
し
て
い
る
。

豊
永　

問
題
が
あ
る
の
に
、

入
札
監
視
委
員
会
が
動
い
て

い
な
い
が
。

総
務
課
長　

談
合
の
事
実
が

な
い
と
判
断
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
上
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
除
去
問
題

※
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）…
国
内
で
新
た
に
生
産
さ
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
の
合
計
額
の
こ
と
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問 

須
恵
小
の
複
式
学
級
の
回
避
策
は
！

　
　

 

来
年
度
内
の
町
営
住
宅
の
一
部
入
居
も

久保田久男  議員

豊永　喜一  議員

一
般
質
問

町
長

豊
永　

ゴ
ミ
排
出
量
削
減
と

分
別
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
も
つ
な

が
る
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
町
長
の

考
え
は
。

町
長　

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に

か
か
る
費
用
が
年
々
増
え
て

い
る
。
重
点
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
今
後
取
り
組
ん
で

い
く
。

豊
永　

年
々
人
口
は
減
っ
て

い
る
の
に
ゴ
ミ
は
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
原
因
と
対
策
は
。

保
健
環
境
課
長

①
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別
が
わ

か
ら
な
い
。

②
分
別
が
非
常
に
面
倒
く
さ

い
。

③
野
焼
き
禁
止
に
伴
い
枯
葉

や
木
く
ず
等
が
可
燃
物
と

し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

④
使
い
捨
て
商
品
が
増
え
て

い
る
、な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。豊

永　

分
別
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
理
解
と
協
力
が

必
要
だ
が
、
23
年
度
上

半
期
の
成
果
は
。

保
健
環
境
課
長　

雑ざ
つ
が
み紙

の
資

源
化
に
非
常
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
前
年
度
比
１
・
５
％

増
、布
類
前
年
度
比
１
・
２
％

増
と
見
込
ん
で
い
る
。

豊
永　

ゴ
ミ
排
出
量
が
削
減

さ
れ
処
理
費
が
減
少
し
た
場

合
、
地
域
住
民
に
還
元
出
来

な
い
か
。

町
長　

還
元
の
仕
組
み
は
今

後
の
ゴ
ミ
総
減
量
作
戦
に
は

必
要
な
検
討
事
項
と
思
わ
れ

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
推
進
計
画

は

問 ゴミ排出量削減と
　　分別リサイクル推進は
　　今後、真剣に取り組んでいくテーマ町長

久
保
田　

来
年
度
の
須
恵
小

学
校
の
複
式
学
級
の
回
避
に

向
け
、
現
在
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
を
挙
げ
て
努
力
さ

れ
て
い
る
が
大
変
苦
慮
さ
れ

て
い
る
。
町
、
教
育
委
員
会

の
対
応
策
は
。

教
育
長　

単
式
に
な
る
よ
う

一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
最

中
。
た
だ
、今
後
も
続
く
の

で
、須
恵
小
の
活
性
化
、魅
力

あ
る
学
校
に
な
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

久
保
田　

抜
本
的
な
解
消
策

は
子
育
て
世
代
の
人
口
を
増

や
さ
な
い
こ
と
に
は
出
来
な

い
。
中
学
校
跡
地
へ
の
町
営

住
宅
の
建
設
を
来
年
度
中
の

入
居
を
目
指
し
て
取
り
組
め

な
い
か
。

町
長　

基
本
設
計
を

速
や
か
に
行
い
、
来

年
度
の
着
工
、
で
き

れ
ば
年
度
内
に
一
部

入
居
も
可
能
な
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
地
域
間
格
差
解

消
を

久
保
田　

町
内
の
平

坦
部
と
中
山
間
部
に

お
い
て
地
域
間
格
差

が
年
々
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
全
域
に

同
一
の
事
業
を
展
開
し
て
も

格
差
は
埋
ま
ら
な
い
。
今
後
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度
と
農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
交
付
金
の
両
事
業
を
地

域
に
よ
っ
て
は
併
用
で

き
な
い
か
。

農
林
振
興
課
長　

制
度

的
に
は
併
用
可
能
で
、

県
内
で
は
13
市
町
村
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
、あ
く
ま
で

行
政
主
導
で
な
く
、地
域
主

導
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　

課
題
が
大
き
く
大
事

な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
来
年

度
前
半
位
で
も
一
定
の
方
向

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
深
田
松
林
の
再
生
は

須恵小学校
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問 

健
康
診
査
の
受
診
率
を

　
　
　
　
　
　
　

65
％
に
上
げ
よ

　
　
　
　
　

行
政
区
に
出
向
き
、受
診
の

　
　
　
　
　

必
要
性
を
う
っ
た
え
て
い
く

小見田和行  議員

溝口　峰男  議員

一
般
質
問

小
見
田　

平
成
26
年
を
境
に

大
き
な
財
政
運
営
転
換
を
図

る
べ
き
あ
さ
ぎ
り
町
に
と
っ

て
、
合
併
、
ま
た
中
学
校
統

合
に
よ
り
生
じ
る
公
の
資
産

の
過
剰
、
遊
休
化
が
予
想
さ

れ
る
。
維
持
管
理
費
等
の
財

政
に
与
え
る
損
失
の
長
期
化

は
、
何
と
し
て
も
避
け
る
べ

き
と
思
う
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

過
剰
な
資
産
は
、
維

持
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
金
が
か

か
る
。
建
物
等
は
放
置
し
な

い
で
、
何
ら
か
の
条
件
で

使
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
最
優
先
に
す
べ
き
と
思
う
。

小
見
田　

解
消
策
に
部
署
の

増
強
な
り
、
専
門
的
な
第
三

者
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　

職
員
の
能
力
を
上
げ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。
ま
ず
は
役
場
内
で

や
っ
て
み
た
い
。

◆
指
定
管
理
委
託
料
の
累

積
剰
余
金
の
使
途
は
ど
う

考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

福
祉
課
長　

指
定
管
理
者
と

協
議
し
、緊
急
時
の
施
設
の

維
持
、補
修
費
等
を
残
し
、契

約
期
間
の
残
り
が
２
年
で
あ

る
の
で
そ
の
委
託
料
と
し
て

還
元
し
て
い
く
。

溝
口　
「
保
険
税
を
下
げ
る
」

た
め
に
健
診
の
受
診
率
を

65
％
に
上
げ
る
こ
と
が
重
要
。

受
診
率
は
ど
の
様
な
状
況
か
。

保
健
環
境
課
長　

22
年
度
、

56
・
９
％
、年
々
減
少
の
傾
向

に
あ
る
。
免
田
55
・
９
％
、深

田
54
・
２
％
、上
48
・
４
％
、須

恵
46
・
１
％
、岡
原
39
・
５
％

の
順
で
あ
る
。

溝
口　

受
診
率
が
24
年
度
、

65
％
に
達
す
る
と
国
民
健
康

保
険
会
計
か
ら
支
出
し
て

い
る
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
」
が
10
％
減
額
さ

れ
る
。
こ
の
事
が
「
国

民
健
康
保
険
税
を
下
げ

る
」
大
き
な
要
因
と
な

る
。
そ
の
取
り
組
み
は
。

保
健
環
境
課
長　

65
％
達
成

に
向
け
行
政
区
に
出
向
き
地

域
の
方
々
と
協
力
し
て
進
め

て
い
く
。

◆
学
力
の
充
実
を

教
育
長　

教
育
指
導
主
事
の

配
置
で
、先
生
方
の
指
導
力

も
上
が
り
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
継
続
し
て
い
く
。

◆
林
業
の
活
性
化
は

農
林
振
興
課
長　

24
年
度
、

述
べ
４
千
１
７
０
名
を
雇
用

問 遊休、過剰資産の解消に第三者の活用は
　　まずは、役場職員に専任担当的に取り組ませる町長

す
る
計
画
で
施
策
を
実
施
す

る
。

◆
定
員
管
理
は

溝
口　

職
員
数
は
、
人
口

１
０
０
人
に
一
人
、
１
７
０

名
余
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

そ
の
方
向
で
、
今
後

進
め
て
い
く
。

保
健
環
境
課
長

木材搬出作業

�



樫山　保  議員

宮原　盛幸  議員

一
般
質
問

宮
原　

町
長
は
常
日
頃
、
雇

用
と
言
わ
れ
る
が
中
学
校
統

合
に
よ
っ
て
あ
さ
ぎ
り
町
の

職
場
・
学
校
か
ら
30
人
程
度

の
先
生
達
が
去
ら
れ
る
。
ま

た
雇
用
と
は
別
に
中
学
校
教

育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
思
う
。
総
合
的
な
学
力
の

低
下
と
生
徒
間
の
学
力
の
差

が
開
く
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
す
る
が
…
。

町
長　

統
合
す
る
と
中
学
校

の
先
生
方
が
約
30
人
削
減
に

な
る
。
相
当
対
策
を
と
っ
て

い
か
な
い
と
子
ど
も
達
の
学

校
の
成
績
と
か
部
活
に
支
障

が
出
る
と
思
っ
て
い
る
。
暫

定
的
に
定
員
よ
り
若
干
多
い

人
員
配
置
を
県
に
お
願
い
し

て
い
る
。
教
育

指
導
主
事
を
い

れ
て
全
体
的
な

教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

教
育
長　

学
校

規
模
が
大
き
く

な
る
と
学
力
が

下
が
る
と
懸
念

さ
れ
て
い
る
が

全
国
で
も
県
で

も
学
校
規
模
の

大
き
い
学
校
の

学
力
が
低
い
と

い
う
統
計
は
一
つ
も
な
い
。

宮
原　

生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
、
部
活
動
で
中
体
連
等
に

出
場
で
き
な
い
生
徒
が
増
え

る
事
、
体
育
大
会
等
で
駐
車

場
の
問
題
、
大
雨
の
時
の

送
迎
の
問
題
が
あ
る
が
。

教
育
長　

リ
ー
ダ
ー
育

成
に
は
万
全
を
つ
く
す
。

中
体
連
等
の
参
加
は
特

例
を
お
願
い
し
て
い
る
。

樫
山　

駅
前
整
備
に

つ
い
て
現
在
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

平
成
25
年
度

中
に
駅
前
か
ら
南
稜

高
校
に
向
か
っ
て
歩

道
を
つ
け
国
道
筋
の

歩
道
整
備
等
す
べ
て

終
わ
る
予
定
。
又
免

田
Ａ
コ
ー
プ
前
の
駐

車
場
整
備
に
つ
い
て

は
基
本
的
に
予
定
通

り
進
ん
で
い
る
。

樫
山　

駅
前
整
備
に
伴
い
駐

車
場
も
駅
前
に
確
保
出
来
る

が
現
在
借
地
に
な
っ
て
い
る

中
央
タ
ク
シ
ー
前
の
大
正
町

駐
車
場
は
継
続
す
る
の
か
。

借
地
料
は
い
く
ら
か
。

町
長　

商
工
会
の
意
向
も
十

分
踏
ま
え
て
考
え
て
い
き
た

い
。

商
工
観
光
課
長　

年
額

２
５
２
万
円
。

樫
山　

駅
前
整
備
を
さ

れ
た
中
で
１
１
０
台
程

の
駐
車
が
確
保
出
来
る

と
聞
い
て
い
る
が
変
更

は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

１
１
０
台

程
度
で
増
減
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

樫
山　

今
後
、
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
ポ
ッ

ポ
ー
館
の
利
用
者
増
に
よ
る

駐
車
場
が
不
足
す
る
と
い
っ

て
隣
接
駐
車
場
用
地
を
求
め

る
の
か
。

町
長　

現
在
進
め
て
い
る
駐

車
場
の
利
用
率
を
よ
く
見
極

め
た
う
え
で
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。
商
工
会
と
ま
ず

よ
く
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が

ら
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。

駅前整備事業

教
育
課
長　

体
育
大
会
に
は

上
中
学
校
の
施
設
・
駐
車
場

の
他
、町
有
地
を
利
用
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
標
準
財
政
規
模
移
行
後
の

対
策
は

・
人
事
配
置
は

問 駅前整備は
　　　 商工会と打ち合わせながら
　　　 方向性を見出していく

町長

問 
中
学
校
統
合
に
よ
る
諸
問
題
は

　
　
　

 
先
生
方
が
約
30
人
削
減
に
な
る

町
長

完成間近のあさぎり中学校増築棟
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桑原　武夫  議員

奥田　公人  議員

一
般
質
問

と
、
専
業
農
家
が
３
５
５
戸

で
、
第
一
種
兼
業
農
家
が

２
７
２
戸
、
第
二
種
兼
業
農

家
が
５
０
０
戸
で
、
あ
さ
ぎ

り
町
内
の
農
業
を
営
む
戸
数

が
１
千
１
２
７
戸
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
農
業

経
営
者
数
と
い
う
こ
と
で
、

１
千
１
２
７
の
中
で
、
同
居

後
継
者
の
い
る
農
家
数
が

３
５
０
戸
、
う
ち
同
居
農
業

後
継
者
の
い
な
い
農
家
数
が

７
７
７
戸
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

一
、
農
業
後
継
者
の
花
嫁
対

策
は

二
、
役
場
職
員
の
町
内
居
住

対
策
は

奥
田　

あ
さ
ぎ
り
町

の
基
幹
産
業
は
農
業

で
あ
り
、
農
業
の
振
興

な
く
し
て
本
町
の
発

展
は
あ
り
得
な
い
。
私

達
の
生
命
を
維
持
し

て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
の

は
食
糧
で
あ
り
、
そ
の
食
糧

を
生
産
、
加
工
す
る
農
業
が

極
め
て
不
振
で
あ
り
、
農
業

後
継
者
の
確
保
に
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
現
象

で
あ
る
。
農
業
後
継
者
は
み

ず
か
ら
農
業
を
や
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
ら
な
い
と
、

農
業
を
や
っ
て
い
く
う
え
で

非
常
に
難
し
い
と
私
は
思
う
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
現
在
に
お
い

て
専
業
農
家
は
何
戸
あ
り
、

そ
の
う
ち
で
後
継
者
の

い
る
農
家
と
い
な
い
農

家
の
数
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

町
の
農
業
後
継

者
の
就
農
と
か
育
成
に

つ
い
て
本
当
に
真
剣
勝

負
で
臨
み
た
い
。

農
林
振
興
課
長　

２
０
０
５
年
の
農
林
業

セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
か
ら

抽
出
し
た
内
容
に
よ
る

桑
原　

合
併
前
、
旧
深

田
村
公
民
館
重
点
目
標

の
中
に
、
新
生
活
運
動

推
進
実
践
事
項
を
掲
げ
、

村
民
理
解
の
も
と
公
民

館
運
営
審
議
会
を
中
心

に
推
進
し
て
き
た
。
旧

各
町
村
に
お
い
て
も
推
進
さ

れ
て
き
た
と
思
う
。
し
か
し

合
併
と
と
も
に
行
政
、
町
民

の
中
か
ら
、
自
然
と
生
活
改

善
と
い
う
こ
と
が
薄
れ
た
よ

う
に
考
え
る
。特
に
、冠
婚
葬

祭
で
あ
る
。
年
金
生
活
を
さ

れ
て
い
る
お
年
寄
又
、
現
在

子
育
中
の
若
い
人
も
切
実
な

思
い
を
持
た
れ
て
い
る
。
こ

の
様
な
町
民
の
声
が
あ
る
中
、

出
費
多
難
な
折
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
昔
な
が
ら
の
地
域
の

付
き
合
い
を
な
さ
れ
て
い
る
。

町
民
理
解
の
も
と
、
あ
さ
ぎ

り
町
新
生
活
運
動
に
取
り
組

む
考
え
は

町
長　

議
員
の
質
疑
は
、
時

代
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
事

だ
と
受
け
と
め
て
い
る
。
全

体
的
に
所
得
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
中
、
今
の
現
実
を
見

た
と
き
、
負
担
感
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
付

き
合
い
、
行
事
の
費
用
負
担

の
軽
減
取
り
組
み
は
、
今
後

見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
。

ぜ
ひ
何
ら
か
の
形
で
実
践
で

き
れ
ば
と
思
う
。

問 農業後継者対策は
　  真剣勝負で臨みたい町長

問 新生活運動推進の考えは
　  今後、見直す時期がきている町長

球磨地方新規就農者激励会研修
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協働の町づくり元年に

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
、
６
月
議
会
か
ら
、
本
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
始
め
、
７
月

に
は
、
議
会
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
何
れ
も
、
情
報
を
公
開
し
、
ご

意
見
を
拝
聴
し
、
住
民
を
代
表
す
る
機

関
と
し
て
の
本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。
今

年
４
月
は
改
選
期
で
す
か
ら
、
メ
ン

バ
ー
や
役
職
の
交
代
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
住
民
代
表
と
い
う
姿
勢
に
後
退

は
あ
り
え
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
あ

さ
ぎ
り
町
議
会
は
、
本
年
も
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
広
報
等
で
頻
繁
に
目
に
す

る
協
働
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
不
可
欠
な
概
念
で
、
町

民
と
行
政
が
対
等
の
立
場
で
、
お
互
い

の
不
足
を
補
完
し
協
力
し
合
う
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
焼
却
・
埋
め
立

て
ゴ
ミ
・
ゼ
ロ
（
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
）

は
世
界
の
潮
流
で
、
町
が
目
指
す
べ
き

目
標
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
成
功
に

は
、
住
民
と
行
政
の
協
働
が
不
可
欠
で

す
。
他
に
も
、
行
政
単
独
で
は
解
決
が

難
し
く
協
働
が
求
め
ら
れ
る
分
野
は
多

く
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
現
況
は
、

行
政
目
線
に
よ
る
行
政
主
導
の
取
り
組

み
が
、
町
民
の
方
々
の
参
加
を
拒
む
傾

向
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

快
適
で
住
み
や
す
い
「
ふ
る
さ
と
」

を
建
設
す
る
た
め
に
、
本
年
が
、
町
民

目
線
に
よ
る
、
真
の
「
協
働
の
町
づ
く

り
元
年
」
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、新
し
い
年
が
、町
民
の
方
々

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

議会議長　橋爪 和彦

12月定例議会初日（平成23年12月12日）
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常
任
委
員
会
報
告

　

平
成
23
年
11
月
14
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
教
育
委
員

会
及
び
薩
摩
川
内
市
、川
内
原
子
力
発

電
所
へ
総
務
文
教
常
任
委
員
会
先
進
地

研
修
を
実
施
し
た
。

　

南
さ
つ
ま
市
は
、旧
加
世
田
市
を
中

心
に
１
市
４
町
が
合
併
し
た
市
で
、そ

の
区
域
内
に
合
併
当
初
、25
の
小
中
学

校
を
運
営
し
て
お
り
、合
併
を
機
に
統

廃
合
再
編
を
は
か
っ
て
お
ら
れ
、小
中

一
貫
校
と
し
て
再
編
し
た
坊ぼ
う
の
つ津
学
園

や
、加
世
田
中
学
校
へ
津つ
ぬ
き貫
中
学
校
を

再
編
等
さ
れ
て
い
る
。

　

私
達
が
心
配
を
し
て
い
た
、合
併
に

よ
る
い
じ
め
等
は
な
か
っ
た
か
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
は
と
て
も
心
配

を
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、現
実
と
し
て

は
い
じ
め
の
実
態
は
な
か
っ
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
児
童
生
徒
の
出
欠
は
バ
ス

運
転
手
へ
も
通
知
し
、運
転
手
が
、誰

が
、何
人
乗
車
す
る
か
を
把
握
し
、乗
せ

忘
れ
な
ど
無
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る

と
の
事
だ
っ
た
。　

　

次
に
、薩
摩
川
内
市
、川
内
原
子
力
発

電
所
に
お
い
て
、災
害
対
策
、安
全
管
理

対
策
、ま
た
、本
年
３
月
に
発
生
し
た
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
現
在
の
事
故

対
応
の
状
況
等
の
説
明
を
受
け
、今
般

問
題
に
な
っ
て
い
る
原
子
力
施
設
の
災

害
対
策
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
た
。

　

内
容
と
し
ま
し
て
は
、福
島
原
発
事

故
を
踏
ま
え
て
、電
源
の
確
保
の
た
め

高
圧
発
電
機
車
の
配
備
、冷
却
水
及
び

冷
却
水
を
送
る
ポ
ン
プ
の
確
保
、重
要

機
器
の
防
水
対
策
、予
備
品
の
確
保
等

の
対
策
を
平
成
26
年
ま
で
に
順
次
実
施

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

10
月
11
・
12
日
、次
の
所
を
研
修
し
た
。

①
福
岡
県
大
木
町

　
「
大
木
循
環
セ
ン
タ
ー
」

　
　

ご
み
を
出
さ
な
い
町
づ
く
り
、バ

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
、５
年
間
で
ご
み
を
47
％
、バ
イ

オ
マ
ス
資
源
代
に
よ
り
処
理
費
を
約

４
千
１
０
０
万
円
削
減
さ
れ
た
。
あ

さ
ぎ
り
町
も
先
進
地
を
参
考
に
踏
み

込
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
。

②
佐
賀
県
多
久
市「
国
保
税
と
医
療
費
」

③
佐
賀
県
玄
海
町「
子
ど
も
医
療
費
」

◎
11
月
１
日（
火
）「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」の
実
施
を
求
め
る
陳
情

書
に
つ
い
て
並
び
に「
簡
易
水
道
水

源
地
掘
削
現
場
調
査
」「
あ
さ
ぎ
り
町

協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
環
境
整
備
費

補
助
条
例
」に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
た
。
簡
易
水
道
事
業
で
一
番
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
岡
原
地
区
の
水
質

改
善
に
最
優
先
で
取
り
組
む
よ
う
要

望
し
た
。

◎
11
月
９
日
〜
11
日
の
３
日
間
、長
野

県
根
羽
村
は「
ト
ー
タ
ル
林
業
の
取

り
組
み
」愛
知
県
安
城
市
は「
明
治
用

水
土
地
改
良
区
の
造
林
事
業
」、愛
知

県
新
城
市
で
は「
農
業
公
社
事
業
」の

視
察
研
修
を
行
っ
た
。
町
長
・
農
林

振
興
課
・
商
工
観
光
課
職
員
も
同
行

し
、こ
の
目
で
学
ん
だ
事
を
24
年
度

の
事
業
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

◎
11
月
21
日（
月
）「
街
中
駐
車
場
用
地

購
入
の
要
望
書
」に
つ
い
て
。
提
出

者
の
尾
鷹
一
範
商
工
会
会
長
か
ら
意

見
を
聴
取
し
た
。
町
の
方
針
も
聞
く

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
次
回
に
町
長

に
出
席
を
求
め
る
こ
と
に
し
、他
の

２
件
に
つ
い
て
も
継
続
調
査
と
し

た
。

学
校
統
廃
合
後
の
問
題
点
を
研
修

川
内
原
子
力
発
電
所
も
視
察

建
設
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

ご
み
を
出
さ
な
い
町
づ
く
り
を
研
修

ト
ー
タ
ル
林
業
の
取
り
組
み
を
研
修

南さつま市教育委員会研修

大木町循環センター研修
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一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

◎
12
月
２
日（
金
）「
街
中
駐
車
場
用
地

購
入
の
要
望
書
」に
関
し
て
町
長
に

出
席
を
求
め
意
見
を
聴
取
し
た
が
、

「
あ
さ
ぎ
り
駅
前
整
備
事
業
」と
関
連

性
が
あ
る
の
で
慎
重
に
検
討
、調
査

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
街
中

駐
車
場
」を
分
割
し
た
と
こ
ろ
で
の

再
鑑
定
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
制
度
」に

つ
い
て
は
、採
択
す
る
こ
と
に
し
、そ

の
事
業
内
容
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

た
。

「
あ
さ
ぎ
り
町
住
民
協
働
に
よ
る
町

づ
く
り
…
条
例
」は
、「
あ
さ
ぎ
り
町

住
民
協
働
に
よ
る
環
境
整
備
資
材
支

給
事
業
条
例
」に
変
更
し
内
容
を
検

討
、近
々
議
会
全
員
協
議
会
に
諮
り

議
員
提
案
で
条
例
の
制
定
を
計
画
し

て
い
る
。

　

第
２
回
臨
時
会
が
10
月
19
日
開
催
さ

れ
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、承
認
第
１

号
で
、今
年
度
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ

車
を
更
新
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
部
品
の
供
給
が

遅
れ
年
度
内
の
納
入
が
厳
し
い
状
況
に

な
っ
た
た
め
、繰
越
明
許
費
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
提
案
が
あ
り
、原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、第
２
回

定
例
会
が
11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、承
認
第
２
号
で
、平

成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
が
、歳
入

総
額
７
億
４
千
５
６
万
９
千
３
６
０
円
、

歳
出
総
額
７
億
２
千
８
７
３
万
３
千

６
６
８
円
、差
し
引
き
残
額
１
千
１
８
３

万
５
千
６
９
２
円
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。

　

平
成
23
年
第
４
回
球
磨
郡
公
立
多

良
木
病
院
企
業
団
議
会
定
例
会
が
23

年
11
月
22
日
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
、

病
院
事
業
、
老
健
事
業
及
び
健
診
事

業
補
正
予
算
の
内
容
は
収
益
的
支
出

に
お
い
て
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給

与
改
定
や
退
職
手
当
負
担
金
に
よ
り

５
８
０
万
１
千
円
の
増
額
補
正
、資
本

的
支
出
に
つ
い
て
は
収
入
と
し
て
、新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
入
院
設
備
整

備
補
助
金
４
３
２
万
円
、支
出
に
つ
い

て
は
人
工
呼
吸
器
、温
冷
配
膳
車
等
の

器
械
備
品
の
購
入
費
、ま
た
企
業
債
償

還
金
等
に
よ
り
８
８
９
万
４
千
円
の
増

額
補
正
内
容
で
可
決
さ
れ
た
。
一
般
質

問
に
は
３
人
が
登
壇
さ
れ
た
。

　

平
成
23
年
11
月
25
日
第
４
回
定
例
会

が
開
会
、特
別
会
計
を
含
む
４
件
の
平

成
22
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
、中
竹

耕
一
郎
決
算
特
別
委
員
長（
山
江
）よ
り

報
告
、質
疑
、採
決
の
結
果
認
定
。
承
認

第
１
号
か
ら
議
案
第
23
号
ま
で
の
５
件

を
一
括
議
題
と
し
、承
認
第
１
号
、専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、議
案
第
20
号
一
般
職
の
職
員
の
給

与
条
例
制
定
に
つ
い
て
、議
案
第
22
号

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　

議
案
第
23
号
一
般
会
計
経
費
の
負
担

金
の
総
額
の
補
正（
第
１
号
）

　

以
上
、５
議
案
、原
案
ど
お
り
可
決
し

定
例
会（
１
日
目
）を
閉
会
し
た
。

　

第
３
回
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業

組
合
議
会
が
、11
月
28
日
、会
期
１
日

で
開
催
さ
れ
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
、

専
決
処
分
事
項
の
承
認
、職
員
の
給
与

条
例
の
一
部
改
正
、補
正
予
算
の
３
議

案
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。
一
般
質
問
で
は
、相
良
村
選
出
の

横
山
良
継
議
員
が
、「
事
業
の
見
直
し

を
」と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、松

本
組
合
長
か
ら「
既
設
導
水
路
案
を
推

奨
し
て
い
る
。
相
良
の
土
地
改
良
区
の

同
意
が
と
れ
て
い
な
い
。
休
止
に
な
っ

て
か
ら
３
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
、結
論
を
出
す
と
き
に
な
っ
て
い

る
。」と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団

議
会

川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事

業
組
合
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

議
会

田
中 

昭
夫
さ
ん（
65
歳
）

あ
さ
ぎ
り
町
上
南
２
２
３
４
番
地

人権擁護委員に推薦

長野県根羽村産木造モデル住宅
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　『郷土を知るためには旅に出よ』という言葉があります。
　今回、10月24日から26日までの3日間の日程で議会議員18人と議会事務局長で北海道研修をしてきました。
　日本の土地利用型農業の中で、先進地といわれている帯広平野の士幌町役場と帯広市役所を訪問し農業施策の実
態そして議会改革の進め方を研修して
きました。
　18人の議員、それぞれが深い感銘を
うけて来ました。研修のあとに提出さ
れている報告書の中から、今回は、平成
24年１月12日に、任期を残して突然
他界されました、故 渕田勇一議員の報
告書を掲載し、ご冥福をお祈り致します。

１.士幌町役場　視察研修（10月24日）

農業施策について

　午後3時過ぎに到着、農協が建設している研修施設に案内され町の様子をビデオで見せてもらっ

た。面積259.13平方キロ、人口6,579人、2,589世帯、耕地面積160平方キロ、あさぎり町の面積

160平方キロの1.6倍。ほとんどが平坦な農地といえる。

　特記すべき内容として、馬鈴薯コンビナートを設置し、生産から加工流通まで行われていた。

例を挙げると、

①  �馬鈴薯加工施設として澱粉工場、ポテトチップス、フライやコロッケなどの食品工場を農協主体で進められていて

この他にカルビー、明治製菓など大手食品メーカーと提携している町である。

②  �バイオガスプラント活用、家畜の糞尿による再生可能エネルギー製造が挙げられる。すでに1基約8,000万円をか

けて稼動している。

③  �町立農業高校が後継者の育成に貢献している。士幌高校アグリビジネス科農畜産の実習を通して技術知識を習得

する生徒数40人、フードシステム科では流通、販売知識などを学ぶ生徒40人。

④  �農業共済事業を町で取り組んでいるのも珍しいと思った。何といっても農業振興に農協が主体性を発揮している

ことを強く感じた。

次に議会改革について

① 士幌町のまちづくり基本条例が制定されて、町が定める最高規範として位置づけている。

②  �ナイター議会の開催が住民の開催要望により第3回定例会（9月）に実施されている。またナイター議会について

アンケートもとり今後充実を図る予定。

③ 議会議員定数13人、町民の声が反映できるよう努力されている。

２.帯広市役所視察研修（10月25日）

午前9時に帯広市役所議会事務局に着くと議員の案内で委員会室に案内された。副議長さんのご挨拶を受け帯広市の

特徴を改めて認識した。広大な農地が広がっている事から農業の規模の大きさについて想像はしていたが日本一の農

産品が五項目もあったのには驚いた。①豆の生産、②小麦の生産、③馬鈴薯メークイン生産、④牛乳生産105万t、そし

て⑤砂糖大根（ビート）の生産である。そのような農村都市で人口170,580人、農家戸数740戸、耕地面積20,474ヘク

タール、農家1戸当たり27.7ヘクタール、農業生産額277億9,900万円、といったところであった。一方財政では一般

会計総予算額803億円である。

　議会改革については議会運営委員会において38項目にわたって検討をしてある。これらを持ち帰ってあさぎり町

が取り入れてみる案件を具体的に考えて見ることも大切。

３.天気も少し雨にあった位で恵まれた天候、コースも滅多には入れない行政府にお邪魔出来て、事故も無く終えたこと、

企画から引率までお世話いただいた関係者、事務局に改めてお礼を申し上げます。この研修で得たものを生かされて

各議員が活躍されん事を祈念します。ありがとうございました。

議会北海道視察研修報告
議会議員　渕 田 勇 一

議会北海道視察研修

農業施策の実態と議会改革の進め方を研修

帯広市議会議場 士幌町役場

平成23年11月２日提出
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起
債
残
高
と
は
、
町
が
借
金
（
地
方
債
）
し

て
い
る
お
金
の
未
償
還
金
の
残
高
の
こ
と
で
す
。

道
路
や
橋
を
作
っ
た
時
の
借
金
、
学
校
を
作
っ

た
時
の
借
金
な
ど
で
、
こ
れ
か
ら
返
済
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
（
償
還
金
）
の
残

高
で
す
。
前
に
こ
の
欄
で
と
り
あ
げ
ま
し
た
臨

時
財
政
対
策
債
も
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

後
年
度
、
こ
れ
に
利
子
を
つ
け
て
年
次
計
画

で
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
過
疎
対
策
事
業
債
や
義
務
教
育
施
設
事

業
債
な
ど
、
元
利
償
還
金
を
、
国
が
地
方
交
付

税
で
面
倒
み
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
地
方
交
付
税
の
原
資
の
不
足
分
を
町
の
方
で

借
金
し
て
も
い
い
で
す
よ
と
い
う
も
の
で
、
地

方
交
付
税
の
先
食
い
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
利
の
全
額
を
地
方
交
付
税
で
み
て
く
れ
る

こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
難
の

な
か
で
、
地
方
交
付
税
制
度
が
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
現
状
で
は
、
そ
の
額
が
絶
対
的
に
保
証

さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
起
債
残
高
の
合
計
は
、
一
般
会
計
、
下

水
道
会
計
、
簡
易
水
道
会
計
、
そ
れ
に
債
務
負

担
行
為
額
な
ど
あ
わ
せ
る
と
２
３
６
億
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
ひ
と
く
ち
メ
モ 

�

起
債
残
高
と
は

町の新しい風
　あさぎり町農林商工連携支援
協議会で町の特産品として「推
奨商品」を認定し、１月４日同
協議会主催の「新春の集い」に
おいて事業者に認定証を交付さ
れました。一般のモニターによ
る１次審査、さらにブランドを
専門とする大学の教授による２
次審査と、食味、価格、安全性、
独自性などが厳正に審査され、申
請を受けた 19 品目の中から８品
目を認定されたものです。これか
ら、地域内外への販売に向けて
認証商品の認知度を高める事で、
ブランド化へ向けたさらなる飛
躍が期待されます。
　認証商品と、その事業者と代表
者は次のとおりになっています。

認証商品 事業者・代表者

朝霧の雫・頑固一代「球磨焼酎セット」 奥添酒店・奥添昭典
霧のおくりもの（しそジュース） 霧の郷本舗・岩本清子
てっちゃん家

ち

のフルーツトマト 樅木徹郎
お野菜入りパスタギフトセット あさぎり農園・矢神活郎
菜園の実ラスク ベーグルの樹・川口義枝
あさぎり豆乳 ふるさと振興社
筍ご飯の素 あさぎりフレッシュフーズ・春永正光
つぼん汁 あさぎりフレッシュフーズ・春永正光

ブランド化へ向け

「推奨商品」８品目を認証
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編
集
後
記

　

今
期
、最
後
の
議
会
だ
よ
り
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
４
年
間
に
わ
た
り
、町

の
動
き
を
、出
来
る
だ
け
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
き
た
つ

も
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、う
ま
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、昨
年
は
大
地
震
、大
津
波
と

い
う
自
然
災
害
、原
子
力
発
電
所
か
ら

の
放
射
能
漏
れ
と
い
う
大
き
な
人
災

が
起
き
て
し
ま
い
、私
た
ち
が
か
っ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
驚
き
と
怖
れ

を
感
じ
た
年
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、地
域
の
絆
、日
本
全
体

の
絆
と
い
う
も
の
も
、強
く
感
じ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
千
五
百
年
以
上

も
の
歴
史
が
残
る
我
が
郷
土
を
、こ
れ

か
ら
も
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
す

る
た
め
、少
し
ず
つ
で
も
あ
ゆ
み
続
け

た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
（
愛
甲
）

委
員
長　

愛　

甲　

利　

孝

副
委
員
長　

皆　

越　

て
る
子

委　

員　

樫　

山　
　
　

保

委　

員　

奥　

田　

公　

人

委　

員　

桑　

原　

武　

夫

委　

員　

永　

井　

英　

治

編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長　

橋　

爪　

和　

彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

町 民 声の
緊
張
感
と
使
命
感
に

欠
け
て
い
る

深田東
白柿洋征

　町議会の録画及び議事
録がネット配信され、議会
報告会も開催されるようになったことは、大き
な進展と評価したい。このことは、各議員の言
動を通して、資質が問われる機会が増えたこと
になります。ところが、議会での質問内容・重要
性に疑問を感じる場面が見受けられる一方、事
前通告されている質問に対し、準備・調査不十
分な答弁もあり、二元代表双方に、緊張感と使命
感に欠けている現状を指摘せざるをえません。
「全町民から選挙で選ばれた議会議員は、常に
町民とともに歩み、行動し、創造性豊かな政策
づくりに務めることによって、町民に信頼され
る開かれた議会を創ることを誓い、町長との健
全な緊張関係を築くことにより、民主主義の発
展に寄与・貢献したい。」
　このように御船町議会基本条例の前文に記
載されています。こういう意識を持った我々の
代表を議会へおくりこみたいし、選挙民である
我々の町民の責任であるという思いを深くして
います。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
8
6
8
-0
4
2
2
　
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1
8
5
5
番
地

TEL（
0
9
6
6
）4
7
-0
3
1
2・
FA
X（
0
9
6
6
）4
7
-0
2
6
5

 E-m
ail syoki-gikai@
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上南
中村陽子

　インターネットや口コミでお米を販売するよう
になって６年目を迎えます。昨年やっと光回線
が開通して、「つながらない」というもどかしさか
ら開放されました。パソコンはわっかもんが使
うもの。という発想はすでに昔の話になりつつ
あります。四国のある村では高齢者達がパソコ
ンを使って農作物の市況を見て受注販売してい
るといいます。またこちらでも携帯やメールを使
いこなす高齢者も少なくありません。ネットは架
空の世界であるとか無機質なものであると思わ
れがちですが、実際お米を販売してみて人との
つながりは実社会と何らかわりません。むしろ
顔が見えないからこそ、買って下さるお客様の安
心のために気づかう事も多くありますし、お客様
にとっても、どこの誰が作った物なのかを安心し
て購入できるメリットもあります。
　まだまだ、あさぎり町内でもネットを使った情
報発信が少ないように思います。多くの情報を
発信することによって、「あさぎり町」と検索する
だけで、素敵な観光名所、美味しそうな作物、特
産物が多く検索結果として出てくるようになる
と、もっと豊かな町づくりに発展していくのでは
ないかと思います。

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

情
報
発
信
を

16


